
記号の説明

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

お
知
ら
せ

届…届出先 通…通告先

　
固
定
資
産
税
と
は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）
に
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
と
い
っ
た
固
定
資

産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、
固
定

資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
出
さ
れ

る
税
額
を
そ
の
固
定
資
産
の
所
在

す
る
市
町
村
へ
納
め
る
税
金
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　
４
月
中
旬
に
送
付
す
る
固
定
資

産
税
の
納
税
通
知
書
に
、
土
地
・

家
屋
の
課
税
明
細
書
を
同
封
し
て

い
ま
す
。

　
課
税
明
細
書
が
届
い
た
ら
、
適

正
な
課
税
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
を
受
け

取
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

60
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
土
地
・
家

  

固
定
資
産
税
の

  

納
税
通
知
書
を
発
送

　
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ダ
ニ
の

活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

　
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
場
合
、
重
症

に
な
る
と
死
に
至
る
病
気
を
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
の
対
策
】

　

・
草
む
ら
な
ど
に
入
る
と
き
に
は
、

　
肌
が
露
出
し
な
い
よ
う
に
、
袖

　
口
を
絞
れ
る
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、

　
手
袋
、
足
を
完
全
に
覆
う
長
靴

　
な
ど
を
着
用
す
る
。

　

・
服
の
上
や
肌
の
露
出
部
分
に
、

　
防
虫
ス
プ
レ
ー
を
噴
霧
す
る
。

　
市
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
が
発
生
し
た
と
き
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
自
分
や
家
族
、
地
域
の

人
な
ど
の
生
命
と
財
産
を
守
る
一

助
と
す
る
た
め
、
地
震
・
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
作
成
し
た
マ
ッ
プ
は
、
本
紙
と

一
緒
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
場
所
や
津
波
浸
水
区
域
な

ど
を
確
認
し
て
、日
頃
か
ら
地
震・

津
波
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

危
機
管
理
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４地震・津波ハザードマップ

問

地震・津波ハザードマップ地震・津波ハザードマップ
  

地
震
・
津
波

  

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

  

野
山
に
入
る
場
合
は

  

ダ
ニ
に
注
意
を

　
高
齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
の
医
療

機
関
で
の
窓
口
負
担
は
、
法
律
上

２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
例

措
置
で
こ
れ
ま
で
１
割
負
担
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
、
よ
り
公
平

な
仕
組
み
と
す
る
た
め
、
こ
の
特

例
措
置
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢

者
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生
じ

  

70
～
74
歳
の
人
の
医
療
機
関

  

で
の
窓
口
負
担
が
変
わ
り
ま
す

屋
の
価
格
に
対
す
る
不
服（
審
査
）

申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
・
閲
覧
】

　
市
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋

の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
に

限
り
、
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を

比
較
し
、
自
ら
の
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
確
認
す

る
た
め
に
、
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
・
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
縦
覧
帳
簿
に
は
、土
地
の
地
目
、

地
積
、
評
価
額
な
ど
や
家
屋
の
種

類
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
日
時

Ｑ．地価の下落によって土地の評価額が下がっ
ているのに、税額が上がるのはなぜですか。
Ａ．負担水準の適正化を図ったためです。
　負担水準が低いことによって起こっていま
す。負担水準とは、土地の評価額に対して、税
負担となる課税標準額の占める割合です。地
域や土地によって負担水準のばらつきがあるた
め、このばらつきの幅を狭める仕組みを国が
一律に定めています。具体的には、負担水準が
高い土地は税負担を引き下げたり据え置いたり
し、負担水準が低い土地は税を引き上げています。
　ただし、住宅用地の負担水準の据置特例は、
平成 24 ～ 25 年度で負担水準の基準を８割か
ら９割に引き上げ、平成 26 年度に廃止されま
した。
Ｑ．新築住宅を建てて、４年目になりますが、
固定資産税額が急に上がりました。どうしてで
すか。
Ａ．軽減適用期間の終了によるものです。
　新築の住宅に対して、一定の要件に該当する
ときは、新たに固定資産税が課税されることに
なった年度から３年間に限り、120 平方㍍まで
の面積の税額が２分の１に軽減されます。税額
が高くなったのは、軽減適用期間が終了したこ
とにより、本来の税額になったためです。
　例えば、平成 22 年９月に新築の住宅を建て
た場合、軽減適用期間中の平成 23、24、25 年
度分については税額が２分の１に軽減されます
が、平成 26 年度分からは本来の税額になるた
め、税額が高くなります。

固定資産税Q＆ A

　
４
月
１
日
（
火
）
～
30
日
（
水
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▽
場
所

　
税
務
課
・
各
支
所
・
出
張
所

▽
持
参
す
る
も
の

　

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

　
健
康
保
険
証
な
ど
）

　

・
委
任
状
（
代
理
人
が
縦
覧
す
る

　
場
合
）

　

税
務
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
８
１

問

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
や
重
度

の
精
神
障
害
の
あ
る
人
が
所
有

し
て
い
る
軽
自
動
車
は
、
申
請
に

よ
っ
て
、
１
人
１
台
に
限
り
軽
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
１
日
現
在
で
、
満
18
歳
未

満
の
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
が

あ
る
人
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
障
害
の
等
級
な
ど
条
件
に
よ
っ

て
は
減
免
の
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
自
動
車
税

な
ど
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
は

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
請
方
法

　
申
請
書
は
税
務
課
、
各
支
所
、

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　
印
鑑
、
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳・精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
を
持

参
し
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
度
以
降
の
減
免
申
請

内
容
（
障
害
の
等
級
、
車
、
運
転

  

障
害
の
あ
る
人
の

  

軽
自
動
車
税
を
減
免

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
４
月
２
日

以
降
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人

か
ら
段
階
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
４
月
２
日
以
降
に
70
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
人
（
誕
生
日
が
昭
和

19
年
４
月
２
日
以
降
の
人
）】

　

　
70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
た
だ

し
、
各
月
１
日
が
誕
生
日
の
人
は

そ
の
月
）
の
診
療
か
ら
、
窓
口
負

担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

（
例
え
ば
、
４
月
２
日
か
ら
５
月

１
日
ま
で
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
人
は
、
５
月
の
診
療
か
ら
２

割
負
担
に
な
り
ま
す
。）

問

野山に入る場合は注意しましょう

　

・
地
面
や
草
む
ら
に
、
じ
か
に
寝

　
転
ん
だ
り
、腰
を
下
ろ
し
た
り
、

　
服
を
置
い
た
り
し
な
い
。

【
野
外
で
活
動
し
た
後
は
】

　

・
す
ぐ
に
入
浴
し
、
体
や
頭
を
よ

　
く
洗
い
、新
し
い
服
に
着
替
え
る
。

　

・
脱
い
だ
衣
類
は
す
ぐ
に
洗
濯
す

　
る
か
、
ナ
イ
ロ
ン
袋
に
入
れ
て

　
口
を
縛
る
。

【
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
ら
】

　

・
吸
着
し
て
い
る
ダ
ニ
を
無
理
に

　
引
き
抜
こ
う
と
す
る
と
、
ダ
ニ

　
の
一
部
が
皮
膚
に
残
る
こ
と
が

　
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
病
院

　
（
皮
膚
科
）
で
取
っ
て
も
ら
う
。

　

・
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合

　
は
、
早
め
に
病
院
（
内
科
）
を

　
受
診
し
、
野
山
に
入
っ
た
こ
と

　
を
伝
え
る
。

　

岡
山
県
備
前
保
健
所
（
保
健
課

保
健
対
策
班
）　

☎
０
８
６-

２
７
２-

３
９
３
４

問

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
こ

　
れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。

※
窓
口
負
担
に
は
毎
月
の
負
担
上

　
限
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

　
70
歳
か
ら
２
割
負
担
と
な
る
人
は
、

　
69
歳
ま
で
と
比
べ
て
上
限
額
が

　
下
が
り
ま
す
。

【
４
月
１
日
ま
で
に
70
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
た
人
（
誕
生
日
が
昭
和

19
年
４
月
１
日
ま
で
の
人
）】

　
４
月
以
降
も
医
療
費
の
窓
口
負

担
は
１
割
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
３
月
２
日
か
ら
４
月
１
日
ま
で

　
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人

　
は
、
こ
れ
ま
で
の
３
割
負
担
か

　
ら
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
こ

　
れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。

※
窓
口
負
担
の
毎
月
の
負
担
上
限

　
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　平成 26 年度の国民年金第 1 号被保険者の月々の保険料
は、平成 25 年度の保険料から 210 円増の 15,250 円となっ
ています。なお、保険料は前払い（前納）や口座振替を行
うと安くなります。

ねんきんのおはなし♪

国民年金保険料が改定されます

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分

現金
支払

月々 15,250 円 91,500 円 183,000 円

前納
90,760 円  
（740 円）

179,750 円  
（3,250 円）

口座
振替

毎月当月末
振替

15,200 円
（50 円）

91,200 円
（300 円）

182,400 円  
（600 円）

前納
90,460 円

（1,040 円）
179,160 円  

（3,840 円）
355,280 円  

（14,800 円）

※かっこ内は、現金支払額を基準とする割引額です。

　市民課　☎０８６９- ２２- １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６- ２７０- ７９２８
問
問

者
な
ど
）に
変
更
が
な
い
場
合
は
、

申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
申
請
期
限　
５
月
26
日
（
月
）

　
　

税
務
課

☎
０
８
６
９-
２
２-
１
１
１
４

申
問

対象になる場合は申請をお忘れなく
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　
　
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
の
土・日
曜
日
と
祝
日
、

前
島
フ
ェ
リ
ー
の
牛
窓

－

前
島
航

路
に
お
い
て
、
瀬
戸
内
市
民
を
対

象
に
、
運
賃
の
半
額
割
引
を
実
施

し
ま
す
。

　
約
７
分
の
航
路
。
フ
ェ
リ
ー
の

船
上
や
前
島
の
展
望
台
な
ど
か
ら

瀬
戸
内
の
多
島
美
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
前
島
は
魚
釣
り
や

キ
ャ
ン
プ
に
絶
好
の
場
所
。
こ
れ

を
機
に
、
家
族
で
訪
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
割
引
の
概
要

　
旅
客
・
車
両
な
ど
の
運
賃
を
半

額
に
割
り
引
き
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
者

※ 

住
所
の
確
認
に
は
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
学
生
証
な
ど
公

的
機
関
の
発
行
し
た
住
所
記
載

の
あ
る
も
の
の
提
示
が
必
要
で

す
。
買
い
物
カ
ー
ド
、
診
察
券
な

ど
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

住
所
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は

割
り
引
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
内
在
住
者
に
付
き
添
い
乗
船

　
す
る
市
内
在
住
者
以
外
の
旅
客
、

　
車
両
に
つ
い
て
も
同
様
に
割
引

　
を
適
用
し
ま
す
。

※
市
内
在
住
者
で
あ
っ
て
も
、
行

　
商
な
ど
営
利
を
目
的
と
し
て
乗

　
船
す
る
場
合
の
割
引
は
行
い
ま

　
せ
ん
。

▽
割
引
適
用
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
の
、
土
・
日
曜
日
と
祝

日
と
し
ま
す
。

※
４
月
26
日
～
５
月
６
日
、
７
月

　

19
日
～
８
月
31
日
は
除
き

　
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
緑
の
村
公
社

☎
０
８
６
９-

３
４-

４
３
５
６

問

  
前
島
フ
ェ
リ
ー
の
運
賃
を
半
額
割
引

  
市
民
限
定
で
１
年
間
土
・
日
曜
日
と
祝
日
に
実
施

平成 25 年５月に就航した新造船「まえじま丸」

　

近
年
、
市
内
で
イ
ノ
シ
シ
や

ニ
ホ
ン
シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

【
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
設
置

経
費
の
一
部
を
助
成
】

　
市
で
は
、
被
害
防
止
の
た
め
の

防
護
柵
の
設
置
に
か
か
る
経
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
ト
タ
ン
柵
も

対
象
に
な
り
ま
し
た
。

▽
対
象
施
設　

　
金
網
柵
、
電
気
柵
、
ト
タ
ン
柵

【
狩
猟
免
許
取
得
経
費
の
一
部
を
助
成
】

　
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す

る
た
め
に
必
要
な
狩
猟
免
許
に
つ

い
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
狩
猟
免

許
申
請
手
数
料
と
狩
猟
初
心
者
講

習
会
の
受
講
料
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

産
業
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
３

  

有
害
鳥
獣
対
策

問

　
市
で
は
、
義
務
教
育
に
必
要
な

費
用
の
援
助
や
高
等
学
校
や
大
学

な
ど
の
学
資
の
貸
し
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
就
学
援
助
制
度
】

　
経
済
的
な
事
情
に
よ
り
、
義
務

教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
経

費
（
学
用
品
費
・
給
食
費
・
修
学

旅
行
費
な
ど
）
を
負
担
す
る
こ
と

が
困
難
な
保
護
者
に
、
必
要
な
援

助
を
し
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
援
助
を
希

望
す
る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
期
限　
５
月
31
日
（
土
）

※
こ
れ
以
降
も
、
平
成
27
年
１
月

　
31
日
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す

　
が
、
受
付
翌
月
か
ら
の
援
助
に

　
な
り
ま
す
。

▽
提
出
書
類

①
就
学
援
助
申
請
書

②
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し

③
委
任
状
（
所
得
・
課
税
証
明
書

　
発
行
用
）
ま
た
は
所
得
・
課
税

　
証
明
書
（
平
成
26
年
１
月
１
日

　
現
在
、
住
民
票
が
瀬
戸
内
市
に

　
な
い
場
合
）

④
家
賃
が
分
か
る
も
の
の
写
し

　
（
借
家
・
借
間
の
場
合
）

※
②
が
あ
る
場
合
、
③
と
④
は
不

　
要
で
す
。

※ 

申
請
書
と
委
任
状
は
教
育
委
員

会
、
各
小
・
中
学
校
、
中
央
公

民
館
、
牛
窓
町
公
民
館
、
長
船

町
公
民
館
に
備
え
付
け
の
様

式
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
奨
学
金
制
度
】

　
経
済
的
な
事
情
に
よ
り
、
修
学

が
困
難
な
学
生
の
学
資
ま
た
は
育

英
上
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
世
帯
の
所
得
状
況
、
成

績
な
ど
に
よ
り
貸
付
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽ 

対
象　
高
等
学
校
、
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
特
別
支
援
学
校

の
高
等
部
、
大
学
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
の
就
学
者

▽
申
請
期
限　
６
月
30
日
（
月
）

▽
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
出
身
学
校
ま
た
は
在
学
校
長
の

　
奨
学
生
推
薦
調
書

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

④
在
学
証
明
書

⑤
親
権
者
を
含
む
世
帯
全
員
の
所

　
得
・
課
税
証
明
書
（
平
成
25
年
分
）

※
①
と
②
は
教
育
委
員
会
、
中
央

　
公
民
館
、
長
船
町
公
民
館
に
備

　
え
付
け
の
様
式
で
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

※
⑤
は
６
月
２
日
以
降
に
発
行
さ

　
れ
ま
す
。

　

総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

　

日
本
国
憲
法
で
は
「
す
べ
て

国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ

て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社

会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
関

係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
」

と
規
定
さ
れ
、
法
の
下
の
平
等

を
保
障
し
て
い
ま
す
。

　

互
い
を
尊
重
し
合
い
、
人
権

問
題
の
解
決
に
向
け
て
主
体
的

に
取
り
組
み
、
全
て
の
人
々
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
き
ま

し
ょ
う
。

【
え
せ
同
和
行
為
を
排
除
】

　

同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
、

高
額
な
書
籍
な
ど
の
購
入
強
要

や
不
当
な
金
銭
な
ど
を
要
求
す

る
「
え
せ
同
和
行
為
」
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
差
別
意
識

の
解
消
に
向
け
た
教
育
や
啓
発

の
効
果
を
覆
し
、
同
和
問
題
の

解
決
を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
お
り
、
断
固
と
し
て

拒
否
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
人
一
人
が
責
任
と
勇
気
を

持
っ
て
、
積
極
的
に
「
え
せ
同

和
行
為
」
の
排
除
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
す
。

【
身
元
調
査
な
ど
は
拒
否
】

　

結
婚
や
就
職
時
に
お
け
る
「
聞

き
合
わ
せ
」
や
「
身
元
調
査
」

は
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
助
長
し
、

基
本
的
人
権
の
侵
害
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
極
め
て
強
い
も
の

で
す
。
婚
姻
は
両
性
の
合
意
の

み
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
就
職
は
本
人
の

能
力
・
適
性
に
よ
っ
て
採
否
が

決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

　

身
元
調
査
な
ど
を
行
わ
な
い

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
に
応
じ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
差
別
書
き
込
み
を
根
絶
】

　

匿
名
性
を
悪
用
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
で
基

本
的
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
行
為
に
よ
っ
て
、

憤
り
を
感
じ
た
り
傷
付
い
た
り

悲
し
ん
だ
り
す
る
人
が
い
る
こ

と
を
十
分
に
わ
き
ま
え
、
利
用

者
一
人
一
人
が
モ
ラ
ル
を
守
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
正
し
く
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
課
人
権
啓
発
室　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

人
権
の
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て

問
  

教
育
に
必
要
な
費
用
を
援
助
し
ま
す

  

就
学
援
助
・
奨
学
金
制
度

問
　

消
防
法
に
よ
り
全
て
の
住
宅

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
義
務
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、
寝

室
と
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
の

階
段
室
で
す
。

　
居
室
や
台
所
に
も
設
置
す
れ
ば

よ
り
効
果
的
で
す
。

▽
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に

よ
り
火
災
の
早
期
発
見
に
つ
な
が

り
、
ぼ
や
火
災
で
収
ま
っ
た
奏
功

例
が
全
国
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
販
売
場
所

　
電
気
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

消
防
設
備
取
扱
店
、
電
気
工
事
事

業
所
、
農
協
な
ど

【
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
】

　
消
防
署
や
市
役
所
が
、
各
家
庭

を
訪
問
し
、
個
別
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
を
販
売
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定
の
業

者
の
商
品
を
あ
っ
せ
ん
し
た
り
、

業
者
に
販
売
を
依
頼
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
３

  

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

  

設
置
が
必
要
で
す

火災警報器の設置場所と種類

問

　
幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て
い

な
い
乳
幼
児
を
対
象
に
、
子
育
て

の
場
と
し
て
幼
稚
園
を
開
放
し
て

い
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
徒
歩
、
自
転
車
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４
月

は
開
放
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

園庭開放日

幼稚園名 問い合わせ先☎ 5 月 6 月 7 月 開放時間

牛窓東 0869-34-2104 14 日（水）、28 日（水）11 日（水）、25 日（水）  9 日（水）午前 9 ～ 11 時

牛窓北 0869-34-3742   8 日（木） 12 日（木） 10 日（木）午前 9 ～ 11 時
今城 086-943-8715 13 日（火） 10 日（火） 08 日（火）午前 9 ～ 11 時
邑久 0869-22-0027 13 日（火） 10 日（火） 08 日（火）午前 9 ～ 11 時
美和 0869-26-3445 13 日（火） 10 日（火） 08 日（火）午前 9 ～ 11 時
国府 0869-26-3446 13 日（火） 10 日（火） 08 日（火）午前 9 ～ 11 時
行幸 0869-26-3447 13 日（火） 10 日（火） 08 日（火）午前 9 ～ 11 時

  
幼
稚
園
の
園
庭
開
放
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

ままかりの３色かわり揚げ

宮口和歌子さん
（瀬戸内市栄養委員会裳掛地区）です。

◆作り方
①ママカリは三枚におろしてきれいに洗い、水
　気を切って、両面に塩とコショウをする。
②①にＡ・Ｂ・Ｃをそれぞれ 8 切れずつまぶす。
③ 170 度に熱した油でＡ・Ｂ・Ｃの順に、こん
　がりと揚げる。（5 分程度）
④器に盛り、レタスやミニトマトを添える。好
　みでレモン汁などをかける。
※残ったママカリの骨は、素揚げにするとポリ
　ポリとスナック菓子感覚で食べられる。

　健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
問

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
４
月
15
日
（
火
）
午
前

　
11
時
～
正
午

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　
「
な
る
ほ
ど
!!
こ
れ

　
は
健
診
に
行
か
ん
と
い
け
ん
」

　
と
思
え
る
話

▽
講
師　
健
康
づ
く
り
推
進
課
保
健
師

▽
定
員　
30
人（
食
事
付
き
は
24
人
）

▽
参
加
費　
食
事
付
き
５
０
０
円

　
（
食
事
な
し
１
０
０
円
）

▽
申
込
期
間　
４
月
１
日
（
火
）

　
～
14
日
（
月
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

申
問

催
し
物

  

美
術
館
特
別
展

  

金
澤
翔
子
展

●ママカリ（12 尾）
●塩（適宜）
●コショウ（適宜）

●揚げ油（適宜）
●レタス（適宜）
●ミニトマト（適宜）

◆材料（4 人分）

Ａ
●アオノリ（大さじ 1） ●かたくり粉（大さじ 2）

  

ア
ク
セ
ス
デ
ィ
ン
ギ
ー
・  

  

カ
ヌ
ー
試
乗
会

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
移
動
ネ
ッ
ト
お
か

や
ま
で
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認

定
を
受
け
た
講
習
実
施
機
関
と
し

て
、
福
祉
有
償
運
送
等
運
転
協
力

者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日

　
４
月
26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）

▽
内
容
と
受
講
料
（
４
種
類
）

　

・ 
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習
と

　
セ
ダ
ン
等
運
転
者
講
習
（
２
日

は
、
舵
杯
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
開
催

に
合
わ
せ
て
、
ア
ク
セ
ス
デ
ィ
ン

ギ
ー
（
ヨ
ッ
ト
の
一
種
）・カ
ヌ
ー

の
試
乗
会
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
会
場
内
で
は
、
料
理
な
ど

の
屋
台
（
有
料
）
や
バ
ン
ド
演
奏

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

▽
試
乗
会
日
時　
４
月
12
日（
土
）

　
午
後
１
～
５
時

※
受
付
は
、正
午
か
ら
行
い
ま
す
。

※
試
乗
は
１
回
20
～
30
分
程
度
で
す
。

▽
集
合
場
所　
牛
窓
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話
、
は

　
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
の
場
合
は
、「
4
月
12

　
日
試
乗
希
望
」
と
明
記
し
、
住

　
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
郵
送
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
４
月
10
日
（
木
）

　
２
０
１
４
舵
杯
実
行
委
員
会
で

申
問

申
問

　
ダ
ウ
ン
症
の
女
流
書
家
と
し
て

知
ら
れ
る
金
澤
翔
子
氏
は
、
５
歳

の
時
か
ら
母
・
泰
子
さ
ん
に
師
事

し
、
数
多
く
の
力
作
に
よ
っ
て
鑑

賞
者
を
感
動
の
渦
に
飲
み
込
ん
で

き
ま
し
た
。

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
特

別
展
「
金
澤
翔
子
展
」
を
開
催
し

ま
す
。
平
成
18
年
に
鎌
倉
建
長
寺

に
奉
納
し
た
「
慈
悲
」、
平
成
23

年
に
京
都
建
仁
寺
に
奉
納
し
た
屏

風
の
大
作
「
風
神
雷
神
」（
４
月

５
日
（
土
）
～
13
日
（
日
）
の
期

間
限
定
公
開
）、
こ
の
名
作
２
点

に
加
え
、
本
邦
初
公
開
と
な
る
屏

風
の
新
作
も
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間

　
４
月
５
日
（
土
）
～
29
日
（
火
）

※
４
月
14
日
、21
日
は
休
館
日
で
す
。

「風神雷神」金澤翔子

  

講
演
会

  「
須
恵
郷
と
美
和
神
社
」

宝くじ助成金を活用して
防災資機材を整備

（財）自治総合センターの宝くじ助成金
（地域防災組織育成助成事業）を活用
し、関町自主防災会が、テントや発電
機、トランシーバー、簡易トイレなどの
防災資機材を整備しました。今後、防災
の研修会や訓練などの自主防災活動で活
用していきます。
　自主防災組織を結成している団体であ
れば、宝くじ助成金を利用できます。詳
しくは、危機管理課までお問い合わせく
ださい。
　危機管理課
☎０８６９ -２２ -３９０４

関町自主防災会が整備した防災資機材

募　
　

集

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
地
名
と

郷
土
史
の
研
究
家
・
浦
上
宏
氏
を

講
師
に
招
き
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
古
代
須
恵
器
の
大

生
産
地
だ
っ
た
瀬
戸
内
市
の
須
恵

郷
と
美
和
神
社
、
寒
風
古
窯
跡
群

と
の
関
係
に
つ
い
て
で
す
。

　
事
前
に
申
し
込
み
の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
４
月
12
日
（
土
）
午
前

　
10
時
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

▽
定
員　
先
着
30
人

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
４
月
11
日
（
金
）

　
　
寒
風
陶
芸
会
館

☎
０
８
６
９-

３
４-
５
６
８
０

申
問

陶工たちが信仰した美和神社

  

移
動
・
送
迎
サ
ー
ビ
ス

  

運
転
協
力
者
講
習
会

　
間
、
１
８
、５
０
０
円
）

　

・
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習

　
（
２
日
間
、
１
５
、５
０
０
円
）

　

・
過
疎
地
・
市
町
村
等
（
空
白
地
）

　
有
償
運
送
運
転
者
講
習
（
26
日

　
の
み
、
８
、５
０
０
円
）

　

・
セ
ダ
ン
等
運
転
者
講
習
（
27
日

　
午
後
の
み
、
４
、０
０
０
円
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
定
員　
先
着
20
人

▽
申
込
期
限　
４
月
16
日
（
水
）

※
受
講
申
込
書
は
、
移
動
ネ
ッ
ト

　
お
か
や
ま
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

　
　

移
動
ネ
ッ
ト
お
か
や
ま

☎
０
８
６
７-

９
４-

２
１
４
３

FAX
０
８
６
７-

９
４-

２
１
０
０

HPhttp://www.idonet-okayama.com

アクセスディンギーとカヌー

　
　

２
０
１
４
舵
杯
実
行
委
員
会

事
務
局　

芝
さ
ん

☎
０
８
０-

４
２
６
８-

９
４
８
５

〒
７
０
１-

４
３
０
２

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
３
９
０
０

問

　
本
め
す
す

今月のお

「
人
生
は
一
度
し
か
な
い
。
人
は
必
ず
死
ぬ
。﹃
あ

の
と
き
や
れ
ば
よ
か
っ
た
﹄は
な
い
。や
ら
な
き
ゃ

損
す
る
の
は
、
自
分
で
あ
る
。」
ひ
る
ま
ず
、
揺

る
が
ず
、
一
筋
に
信
じ
た
道
を
歩
み
続
け
る
︱
。

エ
ジ
プ
ト
考
古
学
者
で
あ
る
著
者
が
、
夢
を
か
な

え
る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
秘
密
を
明
か
し
ま
す
。

運
命
を
味
方
に
す
る
生
き
方

吉
村
作
治
…
著　

海
竜
社　

１
、４
０
０
円（
税
別
）

BooKs

  

登
記
等
無
料
相
談

　
岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
備

相　
　

談

前
支
部
で
は
、
登
記
な
ど
に
つ
い

て
の
、無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
、
土
地
家
屋
調
査
士
や

司
法
書
士
が
担
当
し
ま
す
。

　
先
着
順
１
人
30
分
以
内
で
、
土

地
・
建
物
の
登
記
に
つ
い
て
の
相

談
や
簡
易
な
法
律
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

▽
日
時　
４
月
１
日
（
火
）
午
前

　
10
時
～
午
後
２
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　
　

畑
さ
ん 

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
９
７
０

相
問

※
４
月
７
日
、
28
日
は
月
曜
日
で

　
す
が
、
開
館
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　
一
般
７
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　
以
上
６
０
０
円
、　
中
学
生
以

　
下
無
料

【
金
澤
翔
子
席
上
揮
毫
＆
金
澤
泰

子
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
】

　
揮き

毫ご
う
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
受
付
状
況
に
つ
い
て

は
美
術
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
４
月
19
日
（
土
）
午
後

　
２
～
３
時（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▽
場
所　
牛
窓
町
公
民
館
（
瀬
戸

　
内
市
立
美
術
館
東
隣
）

▽
定
員　
３
０
０
人

▽
参
加
費　
観
覧
料

※
展
覧
会
の
入
場
券
を
提
示
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

申
問

Ｂ
●黒ゴマ（大さじ 2）
●かたくり粉（大さじ 1）

●水（少々）

Ｃ
●カレー粉（大さじ 1） ●かたくり粉（大さじ 2）
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